
あなたの命を守る住宅用火災警報器は、維持管理が大切です！！ 

 

住宅用火災警報器はあなたの命を守る「用心棒」です。 

いざ火災が発生した場合、早期に知らせてくれる住宅用火災警報器がしっかり鳴るかどう

か点検してみましょう。 

点検することで、「用心棒」があなたに安心の声（鳴動音）を届けてくれます。 

ただ「用心棒」も歳をとると（古くなると）、電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感

知しなくなる危険があります。 

「いざ」というときに「用心棒」が危険を知らせてくれるように（きちんと作動するよう）

以下の点に注意し、日ごろから維持管理を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◎定期的な作動点検 

1 年に 1回程度、点検ボタンを押すなどして作動点検を行いましょう。 

作動確認の方法は、機種やメーカーによって異なりますので取扱説明書などを確認してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎定期的なお手入れ 

ほこりやクモの巣がつくと火災を感知しにくくなります。 

また、住宅用火災警報器にほこりが入ると誤作動を起こす場合があります。 

定期的にお掃除をしましょう。 

 

 

 

◎電池切れに注意 

ほとんどの機種は電池が切れそうになると音や光で知らせてくれます。 

警報音には日ごろから注意しましょう。 

古い警報器の場合は、電池を交換しても内部の電子部品が経年劣化しているた

め、１０年を目安に本体を交換オススメします。  

 

 

 

 



 

 

 

◎設置時期の確認 

住宅用火災警報器を設置したときに記入した「設置年月」または、本体に記載されている「製

造年」を確認してください。 

新しい住宅用火災警報器に交換したら、本体の側面などに油性ペンで「設置年月日」を記入

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎交換した住宅用火災警報器の処分方法 

交換などで住宅用火災警報器を捨てる時は本体と電池を別々に捨てましょう。 

本体は「燃やせないごみ」として、電池は「蛍光管等」の収集日に廃棄してください。 


